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アトキンス 物理化学 第 10 版 上巻 第 4刷までのかた 正誤表   

  

頁 
行および 

式番号 
誤 正 

12 
自習問題 

B・4 答 
v2 = v1 ＋ |dV(x)/dx| x1 Δ t/m v2 = v1 － dV(x)/dx| x1 Δ t/m 

52 
右段 

↑７行目 
である．二酸化炭素が対応状態になるためには， 

である．二酸化炭素がこれと同じ対応状態になるために

は， 

195 
右段 

↑1 行目 
ΔmixS = (2 mol) × R ln 2 = +11.5 J mol-1 ΔmixS = (2 mol) × R ln 2 = +11.5 J K-1 

196 
自習問題 

5A・5 答 
+23 J mol-1 +23 J K-1 

196 
図 5A・11 

目盛 0 入る 

  

281 表 6D・1 e４＋（aq）+ e- → Ca3+（aq） e４＋（aq）+ e- → Ce3+（aq） 

364 
例題 8C・2 

解答 
 

× (1.60×10-12 m)2 

 

× (160×10-12 m)2 

390 （9A・23） 
 

1

2√3
 

451 

自習問題

10D・4 右段 

↓1，2 行目 

表9C・2と表9C・3のデータを使うこと． 表9B・2と表9 B・3のデータを使うこと． 

96 
表 2D・1  

タイトル 
298 K 293 K 

96 表 2D・1 κT /(10-6 atm-1) κT /(10-6 bar-1) 

96 表 2D・1 92.1 90.9 

96 表 2D・1 0.187 0.185 

96 表 2D・1 2.21 2.18 

96 表 2D・1 49.6 49.0 

97 
具体例 

2D・1 文 

水の膨張率と等温圧縮率は，表2D・1に与えられてい

るように，25℃においてそれぞれ 2.1 × 10-4 K-1 と 4.96 

× 10-5 atm-1（4.90 × 10-10 Pa-1）である． 

水の膨張率と等温圧縮率は，表2D・1に与えられているよ

うに，20℃においてそれぞれ 2.1 × 10-4 K-1 と 4.90 × 10-10 

Pa-1 である． 

97 
具体例 

2D・1 式 
298 K 293 K 

97 
具体例 

2D・1 式 
= 0.485 Pa m3 mol-1 = 0.485 J mol-1 = 0.477 Pa m3 K-1 mol-1 = 0.477 J K-1 mol-1 

97 
具体例 

2D・1 答 
45 J K-1 mol-1 44 J K-1 mol-1 

98-

99 
 障壁 隔壁 

（緑字 2023年 2月更新） 

r2 r2 
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100 
表 2D・2  

タイトル 
1 atm 1 bar 

100 表 2D・2 µ/（K atm-1） µ/（K bar-1） 

100 

表 2D・2 

CO2の 

µ/（K atm-1） 

+1.11 (300 K) +1.10 (300 K) 

100 

表 2D・2 

He の 

µ/（K atm-1） 

-0.062 -0.061 

100 
表 2D・2 

CO2の Tf/K 
194.7 194.6ｂ） 

100 

表 2D・2 

脚注ｂ）と 

して 

 b) 1 barでの昇華温度． 

100 
具体例 

2D・2 文 
1 atm 1 bar 

100 
具体例 

2D・2 文 
+ 0.27 K atm-1(+ 0.25 K bar-1) + 0.27 K bar-1 

100 
具体例 

2D・2 式 
0.25 K bar-1 0.27 K bar-1 

100 
具体例 

2D・2 式 
- 2.5 K - 2.7 K 

100 
具体例 

2D・2 式 
- 7.3 J bar-1 mol-1 - 7.9 J bar-1 mol-1 

100 
自習問題

2D・4 答 
41.2 J bar-1 mol-1 - 40.8 J bar-1 mol-1 

105 5 行目 等圧線 等温線 

162 
応用問題 

3D・6 
（∂S/∂V)T，（∂V/∂S)p，（∂ｐ/∂S)V，（∂V/∂S)p を （∂S/∂V)T と（∂V/∂S)p，（∂ｐ/∂S)V と（∂V/∂S)p を 

A7 表 0・1 左 黄リン 白リン 

A7 
表 0・1 右 

H2O（液体） 
0.997 0.998 

A18 
表 2D・1 

差替えます 
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A18 
表 2D・2 

差替えます 

 

A19 
表 5A・1 

CO2の水 
30.1×103 3.01×103 

13 
自習問題

B・5 答 
2600 －2600 

42 
自習問題

1B・3 
He H2 

43 
自習問題

1B・4 
答 1.7×1010 s-１ 

43 
自習問題

1B・5 答 
460 326 

52 図 1C・9 エタン エテン 

95 
図 2D･2  

図中 
U U0 

95 図 2D･2 U＝ U0 ＋ 

100 図 2D・11 横軸 圧力，p 圧力，p/atm 

129 
自習問題

3A・10 答 
＋5.99 ＋6.69 

359 
自習問題

8c・1 答 

ml ＝+3 から ml ＝+4 への励起に対して，ΔE＝

0.0147 ｚJ  

すなわち8.83 J mol-1 

 ml ＝+4 から ml ＝+5 への励起に対して，ΔE＝ 

3.117×10-19 J  

すなわち187.7 ｋJ mol-1 

383 
9A・14 式 

2 式目左辺 
̃ RN ＝ hc̃ RN ＝ 

390 

式のチェッ

クリスト 

9A・14 式 

上に同じ 上に同じ 

468 10 E・2 Ek ＝の式の分数の分母 N + 1 N 

476 脚注 
3） と 4） の内容入れ替え 3）n-fold rotation  4）n-

fold axis of symmetry 
3）n-fold axis of symmetry   4）n-fold rotation 

478 表 11A・1 Ｓ４   ̅ 4 / m  Ｓ４    ̅ 4 

A17 表 P（s，黄リン） P（s，白リン） 

A19 表 5A・1 CO2  30.1×103 3.01×103 

 

 


